
令和5年度 シ　　ラ　　バ　　ス

世界の歴史への興味・関心を高め、主体的に探究していく態度を身につける。また、文化の多様性と現代世界の特質を

多角的かつ広い視野から考察し，歴史的思考力を培う。現代社会を取り巻く国際情勢や国際問題に関し、歴史的

観点から考察することで、偏見によらない幅広い視野と認識力を養う。

私たちが生きるこの世界では、様々な出来事がおこり、多くの問題や課題が生まれている。これらの出来事や諸問題が、

なぜ起こったのか、あるいは起こるのか、ということを考察するためには、世界の歴史を多角的に捉え、因果関係を理解す

ることが重要である。世界史は、歴史を単なる過去と捉えず、未来を生み出す、建設的な科目である。
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以下にあげる項目に従い、総合的に評価する。

1.定期試験を年に5回実施し、学習内容について評価する。

2.課題やノートの提出状況、その内容について評価する。

3.授業中の発言や態度など、関心・意欲について評価する。
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　山川出版社　『詳説世界史B』 帝国書院　『最新世界史図説　タペストリー』
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地 歴 世 界 史 B 4 3 文系GA １・２・３組
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【実施せず】

【2学期　期末試験】　　12月4日～8日

特別編成授業を実施する。

　４　世界恐慌とファシズム諸国の侵略 させ、第二次世界大戦勃発の背景・原因となる

　５　第二次世界大戦 ことを理解する。

【2学期　中間試験】　　10月17日～20日

第14章　二つの世界大戦 未曽有の世界大戦を経験した戦後の各国の対応

　２　ヴェルサイユ体制下の欧米諸国 を理解する。その対応の過程が新たな混乱を生じ

第14章　二つの世界大戦 世界大戦とロシア革命を引き起こすこととなる過程

　１　第一次世界大戦とロシア革命 を理解する。

第13章　帝国主義とアジアの民族運動 巨大資本と結びついた列強各国の海外進出の

　１　帝国主義と列強の展開 過程を把握する。

　２　世界分割と列強対立 列強の海外進出が相互の対立を生み、第一次

第Ⅳ部 19世紀後半の世界をヨーロッパを中心に概観し、

日本を含む東アジア世界の形成過程について

理解する。

16世紀以降のヨーロッパのアジア進出の過程と

その後の影響を概観することで現代の世界の成り

立ちを理解すると同時に問題点を考える。

第７章　アジア諸地域の繁栄

　１　東アジア世界の動向

　２　清代の中国と隣接諸地域

【1学期　期末試験】　　7月3日～7日

牧畜を基礎とする諸文明を形成してきたことを理

解する。

第１章では、西アジア・地中海一帯の地理的

特徴を把握するとともに、オリエント世界の発展、

エーゲ文明の発展とヘレニズム世界の形成、

ローマを中心とした地中海世界の発展と衰退・

滅亡の過程を概観し理解する。

東アジア世界の地理的特質と、中華文明の起源
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ガイダンス

序章　先史の世界

第Ⅰ部

第１章　オリエントと地中海世界

とその発展を概観し、中国の政治・文化が日本や

東アジア世界の国々に与えた影響について考察し、

　３　中国の古典文明

第３章　内陸アジア世界・東アジア世界の形成

第６章　内陸アジア・東アジア世界の展開

　２　東アジア諸地域の自立化

　３　モンゴルの大帝国

　１　古代オリエント世界

　２　ギリシア世界

　３　ローマ世界

【1学期　中間試験】　　5月17日～20日

第２章　アジア・アメリカの古代文明

人類が各地の自然環境に適応しながら、農耕と


